ME R (JRE) ElEE 1)

T (JRB) EDEEE

2018

BRFIERA:

W CopB S - AFFER -

BREASECOIEEES 5y

greaing - 2018 42 08 A~ 2019 401 H
M REECORTIRHES « ATTEFRT -

AR (IR : 1

ApitEnAn 0 2018 411 ;330 H

1. HZERNTOWT
1-1. AR LI OMNE T ORI T H V) £
C)ﬁm ()wwz
NI X753, B OBFHIRIC OV T ZRAL IZ &N,

<E4 > < HARS >
1-2. BT 0 7T DEfRONC EO X DI F Lizhy,
OFEREER ST &2 —DHE OFTESE - WFERt o E O&A
ORI LT3k MIFTIED - AR OB ™R [(HF KD IR — Lr—3
O%7 =7 OFoft (BAERI2)

1-3. ZOKHREFT 0 7T MIBIMUT-EEEZHz TLEEV, &b LY TUTE28M% 14-0) 2O
1~4 FOMEMNZTTIEEY, (1 FHiRy Ee)

T s B BT 5%) BB 22 SRS LU
3 Aok FATRTE B
5 BEOFv 7O GHREST%) 7075 AOBHIA L
FWeD w7 T30 REBUERNRH D 70 7T AOHFEN R
B AR 2 R
4 fEARERH Zoft (BRI
1-4. VISA {22\ T
VISADFESA :
G
VR 2

VISA Bz o 7-# . 6000
VISA 33§ﬁ0)f:2?’)i: k@i :) fcﬁ%i;ﬁ@%ﬂlftﬂ%*&) rﬁhi LfCZ))O EO)J: 5 z:@,ﬁgﬁ L/i Lf:i))o



今田睦


今田睦


1-5  HFEANHE L ST - BH - #H

1-6. FOMITKHES >7- Tk, itk Bless

2. BHEREBOFREXITONT
2-1. BPERHZOWNT

I Ze At -
R Tt WizekoThe L= - LTK

BRI 0 Zeve 7k
Jepmsng . 16 I

2N S OBBITE | CCEFROHZ  DEAOHTZ  DAMASEEE 2, dhE WX 27—
Oz 0ft (BAARIZ)

BENOFTEER « B - 15 4y, 30

2N DB OBEDTER A -

2-2. WA =T —3 3 AZONT
FVzoF—arOfFE . Y DOEL
SHNZHOWT - mE HEESI
2R - Wi O (% )
HRIZOWTRRA L TLZ &0,

2-4. FOM, ERIL TOHHMERFRXITONT
B Gl EHGE T2y, MEAS, HREhE, B, BUHIRS HEEETEA L TLZE,

60€

ZOMBUC LT 3?2 (2, PO Ahud, Hik BeSaeit AL TEsw,

3. RBEANLEDHDa—RIZONT
31. FEFNOM EDOT-OIL, KFEOa—RIBIMLE Lizhy, SIS, K GEFHR) 4, a—R4,
B, BIMEEZTAL TN,
3 DEFI
intensif) DEFI
extensif)




BAFH R

BRI COFTRTH - WF9eR -

I COERES 4y

sz - 2018 42 08 g~ 2019 401 A
FRFE RS CORTIREEES « WHFER -

A (R g

AapbEsnan 02018 411 530 F

HiFERT
ED L ITIEREIDE LI2hy, BEIZRDARLHR—LS—UNDHIUE, AL T EENY,

8

FERIZONT
NFEOEA T MRFEE O75—F OFZAN773IV— OF0f (B4R40)

B (&, T/%— ) D4R :
CHROEE AR O ASR D2oftt (B4R812)

L= AA b OfEE OFE (HEE ) Oxofft (B4R

C EDOXDITRLE L)y - mRFORE ORTRLE OXoftt (BARI0)

- KFE Comm7s - FEE 3,
- AEOM Y DEREEITE H T, ¢

cHBHORHFIE D LTWOEID, ¢

- RIFEANG, ETERE T IS0 ELIEhy P T 7MEH Y FHATLEDY, ¢

REEDFEEIZHONT
1. JBEREIZOWT
- BIERGRORE - OIHRsRT WERSE
- JBIERGRDITHE - OOnrline  OlInternational Office 0y mZ Dt (B4REGI0)

OBBRHTRIAE L LRSS - A END Z LTS E Ly c WEL OFY
B - BUED DT, BRICEZ TS EEL,

c FHEEY OFEENBIETEE L)Y iRy Oz
c FELE Y OREENBIETE DT85, FOHBAH L TIEEV,




ME R (JRE) ElEE 1)

2. BEETIE, BELTWAREI OO TIEALTLZEVY,

No. | 2—2A% Bz Rl W77t | BEE L | TH, 18, 72 MEIOWTT I3 2
(Bt - 1Y) Sl | TOB| TV g | B TR T ES Y,
| FAEE
1 Stage extensif Nassim 3 3 |1 .
FLE Motebassem 20
2 Séminaire- |Anne Creissels 3 4 120
Atelier
3 i;:zcgsi\e/zifise Valérie 3 4 120
Boudier/ Gilles Froger Boudier/ Gilles
4 Design Léonie YOUNG| 4 3 15 2
graphique
5 Pratique Aurélien 4 3 30
graphiques MAILLARD
6 JA3 Version |Mme.LEFEVRE 30
7
8
9
10

3. B WV x=2F255) IZONWT 7 FRADYA X FuEaHlli, BUtFAEDR Y 5%

30

20

100

—BEDAR Y 22—

i

(BB,

k=l

WONEEE, fHOAGETAL TIEEN,)

H

P 7K

*

&

1 H

10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00
18:00
19:00
20:00
21:00
22:00

800

9:00
9:30~12:30

14:00~18:00

18:30~20:30
1

13:00~14:00

9:00~12:00

14:00~18:00

9:30~12:30



koryu2
タイプライターテキスト
（現地語・和訳）

koryu2
タイプライターテキスト


koryu2
タイプライターテキスト



BAEECTORME HHEIGEAL T EEL, (800 F~)

DEFI

30




	fill_1: 2018
	undefined: 
	email: 
	fill_18: 
	fill_17: 
	toggle_1: Off
	toggle_4: Off
	toggle_7: 
	toggle_2: 
	toggle_5: 
	toggle_8: 
	toggle_3: 
	toggle_6: 
	undefined_3: 
	fill_20: 1
	fill_21: 
	fill_22: 3
	fill_23: 
	fill_24: 5
	fill_25: 
	fill_26: 
	fill_27: 
	fill_28: 
	fill_29: 2
	fill_30: 4
	fill_31: 
	undefined_4: 
	fill_33: 
	fill_34: 在日フランス大使館
	fill_35: 2週間程度
	undefined_5: 6000円ほど
	fill_37: ビザの申請用紙、証明写真、経済証明書、留学先大学の登録証明書などです。
経済証明書や登録証明書は大学や奨学金をいただいた機関から届くのを待つのみですが、その他に関しては早めに記入し、準備を済ませました。記入に関して分からないところはネットで調べるなどしました。
	Group1: Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�IÃ�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â°Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�Ã�Â�e2
	15: 
	16: 
	fill_1_2: エールフランス航空
	undefined_6: LTK福岡
	fill_3: シャルル・ド・ゴール
	fill_4: 16
	toggle_5_2: 
	toggle_1_2: 
	toggle_2_2: 
	toggle_3_2: 
	toggle_4_2: On
	fill_5_2: 
	fill_6_2: 駅から15
	fill_7_2: 30ユーロ
	fill_10_2: 空港は日本からの場合ほとんどがシャルル・ド・ゴールかと思います。
パリからリールへ向かいましたが、基本的に地下鉄にエスカレーター、エレベーターがない駅が多く、結局タクシーを使いました。スーツケースが２つある方はタクシー覚悟である程度の現金を手元に持っておくと良いかなと思います。
	toggle_6_2: On
	toggle_7_2: 
	toggle_8_2: On
	toggle_9: Off
	toggle_10: On
	toggle_11: 
	fill_11_2: 全体向けのものはインターナショナルウィークなどイベント関連の情報が多く、学部オリエンテーションは主に学部の説明と学期末テストの注意点などでした。
	fill_12_2: 必要です。日本でのビザ申請の際に貰う申請用紙と、パスポートの顔写真のページとビザのページ（入国日の印鑑が押されたもの）のコピーを移民局まで郵送しなくてはいけませんでした。郵送に関しては大学の国際部が一括でしているようで、提出するだけで郵送してくれましたが、移民局からの呼び出し状は２ヶ月経った今でもまだ来ていません。２ヶ月以上はかかるかと思います。料金は呼び出された日に60€相当の収入印紙が必要かと思います。
	fill_13: 移民局が滞っており、まだ進んでいません。
	fill_14_2: リール第3大学にあるDEFIという大学併設の語学学校で授業開始前の集中コース（intensif)を１週間、また授業が始まってからは毎週１回同じDEFIの交換留学生用コース（extensif)を受講しました。どちらも無料です。
	Text1: 
	fill_18_2: 8月に大学からの紹介で、京都のアンスティチュ・フランセで行われた留学セミナーに行きました。また、金曜日の午後に国際文化学部で開かれていた「フランス語勉強会」に参加しており、留学経験者の先輩方や先生から情報を得ていました。
	toggle_1_3: On
	toggle_2_3: 
	toggle_3_3: 
	undefined_8: 
	fill_13_2: 
	toggle_5_3: On
	toggle_6_3: 
	undefined_9: 
	fill_14_3: 
	toggle_8_3: 
	toggle_9_2: 
	undefined_10: 
	fill_15_2: 
	toggle_11_2: On
	toggle_12: 
	undefined_11: 
	fill_16_2: 
	fill_19: 最寄駅の治安が悪いので、別の駅を最寄として使用しています。
夜遅くに一人で歩くのは避けたほうが良いです。

	fill_20_2: 朝はグラノーラやパンなど、お昼はカフェで買うかサンドイッチを持参して食べることが多いです。夜は毎日自炊をしています。
	fill_21_2: 大学が手配してくれて大きなトラブルもなく、渡航前に見つかりました。

	toggle_14: 
	toggle_15: On
	Online: 
	toggle_17: 
	undefined_12: On
	fill_17_2: メールで提出
	toggle_19: On
	toggle_20: 
	fill_22_2: 
	toggle_21: On
	toggle_22: 
	fill_23_2: ほとんどの授業が希望通りでしたが、１つだけ定員オーバーで受けられなかったものがありました。
	fill_5: リール大学
	fill_6: 芸術学部・研究科
	fill_7: 交換留学生
	fill_9: 2018
	fill_10: 08
	fill_11: 2019
	fill_8: 01
	fill_12: 人間発達環境学研究科
	undefined_2: 1年
	fill_14: 2018
	fill_15: 11
	fill_16: 30
	Text2: 
	Text3: 
	Text4: 徒歩２０分、メトロで１５分弱
	Text5: 
	fill_1_4: Stage extensif FLE
	fill_2_2: Nassim Motebassem
	fill_3_3: 3
	fill_4_3: 3
	fill_5_4: 1クラス20人程
	fill_6_4: 交換留学生用の大学付属の語学学校でのフランス語の授業です。期末テスト、またプレゼンテーションとミニレポート、最低6時間以上の自主学習が評価になります。
	fill_7_4: Séminaire-Atelier
	fill_8_3: Anne Creissels
	fill_9_2: 3
	fill_10_4: 4
	fill_11_4: 20人程
	fill_12_4: 予習復習は特に指定されませんが、評価はプレゼンテーションです。
	fill_13_3: Théories des imagesValérie Boudier/ Gilles Froger
	fill_14_4: Valérie Boudier/ Gilles Froger
	fill_15_3: 3
	fill_16_3: 4
	fill_17_3: 20人程
	fill_18_3: イタリア美術の食のモチーフに関する内容で、テストは無いですが最後の授業で各自ご飯を持参しなければならないそうです。
	fill_19_2: Design graphique
	fill_20_3: Léonie YOUNG
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	fill_1_5: これまでの生活、感じることは多々ありました。特に授業が始まってから最初の１〜２ヶ月は、どのクラスも教室内留学生は自分一人という状況が続き、満足にフランス語も話せず、かなり参ってしまったこともありました。“私はフランスで語学や異文化体験をするのではなく、美術を学びに来たんだ”という意志はかなり強いものでしたが、フランス語が満足にできなければ美術を学ぶというスタートラインにも立てないことも痛い程感じました。

特に大学院の授業ではクラスメイトはほぼ皆年上の上、既にアーティストとして活躍されている方もいて、非常に刺激を受けるとともに、なかなかついて行くことが大変でもあります。しかしここは踏ん張りどころだと思い日々過ごしています。

また、履修の中で交換留学生用のフランス語の授業を履修する機会にも恵まれています。リール大学にはDEFIという語学学校も併設されていて、リール大学の交換留学生たちは学期開始前の集中講義、またセメスター内でも週に一度フランス語の授業を取ることができます。フランス語専修や外国語学部でもなかった私にとってこの制度は非常に有難く、また授業内容もとても充実したものでした。語学学校として成り立っているだけあり、録音をしながらフランス語発音矯正ができる部屋があったり、フランス語自主学習用のネット教材があったり（全て無料です。）、また授業内容もいかにフランス語でアカデミックな文章が書けるかなど日本とはまた違った内容のものが多く、他大学と比べても恐らくとても質の高いものなのではないかと感じています。今後リール大学への留学を考えている方にはぜひこの点もお勧めしたいと思います。



また、リールという街に関しては個人的にはとても気に入っています。留学募集の際、パリ大学と非常に迷いながらもリール大学に決めましたが、今では良かったのではないかと思います。街は学生が多く、図書館なども充実しています。また建築もパリとは少し違い、北ヨーロッパらしい、落ち着いた雰囲気です。街並みも少しベルギーに似ていて、ワインよりもビールが有名です。また交通の便の良さが非常に魅力的で、ブリュッセルには電車で30分、ロンドン、パリも1時間、留学に来てからはアムステルダムとドイツのケルンへ行きましたが、どちらもバスで3時間程度、日帰りで行きました。また友人と少し飲みに行く際にはよくベルギーへ行っています。それほど近いです。

なかなか観光ガイドにはあまり載らない街かもしれませんが、住むにはとても良い街だと思います。



これまでの滞在期間中、“私は留学で何をするのか”ということをよく考えました。日々の生活で精一杯で、それどころではなかった日もありましたが。留学は目的ではない、過程だと思っています。私は何のために、何故わざわざお金と手間をかけてでも留学に来たかったのか、旅行でも、インターネット検索でも、海外の情報は日本いいても十分に入って来ます。それでも尚、留学したいと思ったのは何故なのか、ここで得たいものは何なのか、将来やりたいことは何なのか、この留学をどうこの先に生かしたいのか、

少し生活も落ち着いて来たので、改めてこれらのことについて考え、残り２〜３ヶ月、精進したいと思います。




